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No.838 2023 年 10 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344
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９月３日に総合防災訓練が行われました

～ご参加ありがとうございました～

　９月３日に行われた総合防災訓練では、町内３２か所で、住民１０５９名と消防団員１１４名のご参

加をいただきました。ありがとうございました。

　今年の総合防災訓練では、大地震を想定した震災訓練を行いました。東京都による「首都直下地震等

による東京の被害想定」では、マグニチュード７．３規模の首都直下地震（多摩地域を震源とするもの

も含む）が３０年以内に７０％の確率で発生するとされており、奥多摩町でもいつ大地震が発生しても

おかしくありません。

　今回の訓練を機に、地震が発生したときの行動や避難、日常備蓄などについて、もう一度確認をお願

いします。また、災害発生時の「共助」の要となる自治会や消防団の方には、地域での防災体制の充実

に、引き続きご協力をお願いします。

奥多摩町防災Ⅹ（旧ツイッター）アカウントにフォローをお願いします！

　町では、災害情報発信のため、公式Ⅹ（旧ツイッター）アカウント（@oku_bousai）を運営しています。

　災害時だけでなく、普段から防災関連の情報を発信していますので、ぜひフォローをお願いします。

西多摩くらしの相談センターからお知らせ

◆奥多摩町くらしとしごとの相談会（無料）◆

　経済的な問題で生活に困っている。働きたいのに長く失業している。働いた経験がない。

　家族の引きこもりやニートで悩んでいる。家計の管理が苦手。子どもの学習で悩んでいる。

　こんな悩みを抱える方のために、専門スタッフが相談内容に応じて個別に支援します。

　〔日　時〕毎週火曜日（年末年始・祝日を除く）　午後１時３０分～２時３０分

　〔会　場〕福祉会館　会議室（２階）・・・毎月第１・３・５火曜日　

　　　　　 文化会館　会議室（１階）・・・毎月第２・４火曜日　

　〔対　象〕町内在住の方

◆学びの広場　ホッとスペースちえの輪（無料）◆

　宿題の解き方を教え合ったり、時には仲間とイベント（スライム作り、ハロウィンパーティー、クリ

スマス会など）を楽しみながら、ここに集まったみんなの将来を切りひらいていきます。

　随時、見学・体験参加を受付けています。お気軽にお越しください。　

　〔日　時〕毎週火曜日（年末年始・祝日を除く）　午後３時～５時

　〔会　場〕氷川小学校　２階家庭科室　

　　　　 　古里小学校　プール棟２階会議室

　　　　　＊両会場をオンラインで繋ぎます。

　〔対　象〕町内在住の小学生から中学生（中学校卒業から１８歳の場合はご相談ください）

　※申し込み、問い合わせは、西多摩くらしの相談センター　☎２５－３５０１

　　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://kurashinosoudan.net/
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ご家庭での防災備蓄は十分ですか？
～１週間分の備蓄があると安心です～

　１０月になりましたが、台風シーズンはまだ続いています。また、台風シーズンが終われば、寒い時

期に入ります。台風による土砂災害や大雪、大地震が発生した際、地域の孤立化や交通のマヒ、停電な

どの被害が発生する恐れがあります。復旧に長期間がかかる場合に備え、各ご家庭において、食料や水、

日用品その他の生活必需品など、日頃から備蓄しておくことが大切です。

【備蓄の量】

　大規模災害の際、外部から本格的な支援が始まるのは最短でも４日目以降であり、最低でも３日分の

備蓄が必要と言われています。ただ、奥多摩町の場合、地理的な特性から、他市町村と比べて孤立化の

可能性が高いため、町では、町内すべてのご家庭に１週間分の備蓄を推奨しています。

【備蓄するもの】

●個別用品

　　支援物資として手に入りにくいが、その家庭にとっては絶対に必要なもの

　　・メガネ、歩行補助具、補聴器、在宅医療機器のバッテリーなど、なければ命に関わるものや、

　　　なければ生活できないもの

　　・常備薬、お薬手帳、歯磨き、入れ歯ケアグッズなど、薬や口腔ケア用品

　　・おむつ、液体ミルク、介護用品、ペットフードなど、乳幼児・介護・ペット用品

●インフラ代替品

　　電気、ガス、水道、トイレの停止に備えた代替手段の準備

　　・カセットコンロ、カセットボンベなど、温かい食事の調理や熱源に活用できるもの

　　・乾電池、ポータブル電源、モバイルバッテリー、ランタンなど、電源・光源となるもの

　　・簡易トイレ、ウェットティッシュ、ごみ袋など、トイレ・衛生用品

●生活物資

　　・飲料水（１人につき１日３リットル）

　　・食料品（１人１日３食）

　　・ティッシュ、トイレットペーパー、調理用消耗品など、生活用品

【備蓄の方法】

　食料品や飲料水、消耗品の備蓄は、普段使っているものを多めに買っておき、使いながら備蓄する、

日常備蓄（ローリングストック）がおすすめです。これにより、備蓄品に一定の鮮度を保つことができ、

また、備蓄品に慣れておくという点でも有効です。

　「東京備蓄ナビ」は、東京都総務局総合防災部が

運営するサイトです。

　あなたのご家庭にあわせた備蓄品を調べられたり、

備蓄に役立つ記事が掲載されていますので、ぜひご

覧ください。

　※問い合わせは、総務課　☎８３－２３４９
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